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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

核燃料サイクル条件の多様化を念頭に、原子力システムの貢献

度と負荷を考慮した廃棄物処分における環境影響の定量的な評

価を行うと共に、評価指標の導出を目指すこと、また、高燃焼度

化、MOX燃料利用、使用済燃料貯蔵期間長期化などを念頭に、環境

負荷低減への寄与と実現性の視点を含めた現実的なMA核種分離

プロセスを提示すること、さらに、核種分離と連動してMAリサイ

クルを行う高速炉システムにおける廃棄物特性評価に基づき、多

様な前提条件に対応しうる高速炉燃焼計算モデルを高度化する

ことを目的として、以下の研究開発を行う。 

１）廃棄物処分における環境影響評価研究 

２）Am分離プロセスの工学的設計研究 

３）多様な前提条件に対応する高速炉燃焼モデルの高度化 

２．総合評価 
Ｂ 

・廃棄物処分の概念について検討がなされ、環境影響の複数領域

にまたがる定量化に関する成果が示された。 

・一方、多基準分析の重み付けについては、社会的受容性を得る

ために、具体的なパラメータを振って事例を示すなど、概算で

も経済性の評価を示す必要があるのではないか。 

 

 

 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 


